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図2.乾燥配向したPSⅡ試料 の SignalIIの ENDOR,測定条件は図

1と同じ, (a)が静磁場が膜面に垂直な場合, (b)が膜面に平行な

場合である｡

3. NaCl型単結晶の光弾性効果の波長分散 (第1部)

マイクロ光弾性法とその画像処理 (第2部)

船 吉 俊 充

NaCl型単結晶は,他の金属結晶に比べて大きな単結晶を得やすく,その物理化学的性質に

ついて数多く研究されてきた｡しかしNaCl型単結晶の光弾性係数の研究はきわめて少なく,

また縞次数で約 1/20を越えると破壊し,測定が困難である｡ そこでこのような微小変化を

精度よく測定するための装置の試作とこれを用いて応力-複屈折の挙動を調べることが目的で

ある｡

Fig.1は測定装置の光学系と電気系のBrockdiagramである｡ 測定方法として微小複屈折

量を縞移動に換算できるバビネの補正器を用い,その縞移動を正確に読みとるために光学的零

位法を採用している｡この装置の特長として,単色光を光学 chopperを用いて交流に変換して

いること,バビネの補正器による干渉縞をbi-prism で3分割し,それぞれをフォトトランジスタ

PTRl～PTR3に入射し,PTRlとPTR3の出力をDiFFAMPに入力することで, 縞

移動を微分的に捕えていること,そのときPTR2で干渉縞の位置を求めると同時に, 不感帯

部分を取除いていること,またDiFFAMPの出力変化をLock-inAMPで測定しているこ

となどである｡これらにより散乱光や振動によるノイズが除去され,精度も従来より可成 り向

- 754 -



修士論文題目アブストラクト

Cr:L FL P P 8 A FL CL S

I-一一一-I-ヽ

p c-{ TI_T

Fi9･1 BLh 二▲d川9roAOfthoeqLII亨f･tn･-
1日 r- 3,ruL′=e LAも .' こ こ1･~-▲ ･..lL.叫､･Jr
【lLll'J!･･rLII ン :pJl.･.-_-～ E
･tJi)ニner一･.L=し･1Ptl･トーt,J' C:.rJl.1日 hIIS
･､▲ .rlll'. ･lV･.I.1 ‖ヽ一tI.i-r

il PI 'J JiHJ rTiII: p-一･ltf'-1.-. = ･'._-5
:-1H':J.thrent14i之T.r,I一′..i=

I.ー
1.一b

ftLr/-3UNJf)三
tJJu望む

十 ･';:-I_TI i:,.
I9 15

sTflESSt/LITT..'')X10-
■■ ヽ
;＼ ＼

i_.1-L一ー…L～

■

･L)
8

＼

~;:I:-:I--;-･斗 ､KC1
---▲__ 一一一一一一､- - -

rL)I

一l

ノ.
i

＼

j

｢

卜
-

良

-

弓

･-ト

8
tJ)■
2

C

2
4

tP
8

P

/-UU
N3'NTt1
.3utl[○

I(-1;COhCユV. I､-I
TP:telrtPl(=t
J ; ウニ1こ

AV? :～JnJllr～r
こ■八丁..Oとく1FloiIC;C

ー~~ニーcT｢ l

F19･2 Thez}tre98bLrefrJ･l～erTCCCurl,ぐOENICland KCis1-1qle 亡Lys'LもIsunder

cornpreS91.Je &treSJl. TIU一･deLVele.･tL7J ctincidentbeJ3 18 563n幻.

tJ) The hrst とcStOf cヽl14nr.edleJ ■tPP186.

1bJ TheBuCCt･edln･JteBこOとapplikd ldLLd of..ZId～Ple一

Piq･3 Jiioc>rli&与rJm OLJLlCrO-Ph3-J･.ldSHc .quiPqent一it,.I the p▲cturl PJ打 08Jtln9.
17 .Ii+nl▲U.l t4-tOE
P :-.ol.lrl7tCT
i'L : pulley

TP '･tm LPjeC¢
Q ;qtllEter-vAVePl■te
i･ ; 11つ.I.1

- 75 5 -

7-a :llquld bALh
Ill,!･!⊂･b5ectlenJi
P .･lntCT-Jern!ニe Ellter



関西学院大学理学部物理学教室

上した｡

実験の結果,十分鈍焼した単結晶について応力-複屈折曲線は, 1回目の応力サイクルと数

回の応力サイクル後では異なった挙動を示し,同じ結晶構造をもつNaClとKClではその勾

配が逆である(Fig.2)｡ またNaCl型単結晶の光弾性係数の波長分散式 をセルマイヤーの

式に基づいて求めた結果も示す｡

高分子繊維の光弾性実験は,分子鎖の配向状態などの変形過程および分子構造を知る上で,

工学的に有効な手段である｡しかし光ファイバーや釣糸などの細 く,かつ断面が円形の試料で

は光弾性縞を観察することが困難である｡そこで,このような微小な試料にも応用できるよう

にマイクロ光弾性装置を試作し利用している｡さらに高速処理化を目的とした画像処理も行っ

た｡

試作した画像処理装置の光学系と電気系の BlockdiagramをFig.3に示す｡ 光学系は金属

療微鏡を改良した透過型のマイクロ光弾性装置である｡試料には直径0.1-0.4mm の高分子

モノフィラメントを用い,これに引張 り応力を加えて観察できる光弾性縞をテレビカメラで撮

影し,その出力信号をA/D変換した後に,マイクロコンピュータに入力する｡そして取込ん

だデータを数値積分し,部分的に複屈折率を求め,X-Yプロッタに出力させる｡これにより

解析の高速処理化を行うことが可能となった｡

4. ウル トラ燐酸結晶の作成

村 井 博 之

金属ウルトラ燐酸結晶(metalultra-orpenta-phosphate),MeP5014(MePP), の特徴は

リボン状の燐酸重合体が金属イオンで結びつけられた網目構造にあり,X線回折等によってそ

の原子構造が調べられてきた(図1)0NdP5014(NdI'P)単結晶においては強弾性的な振舞

いが発見され,その相転移機構についても構造学的に研究されてきた｡また最近,この特性を

利用した光変調素子としての応用が提案されている｡

最近になって,NdPI'は高効率のレーザー物質として注目されてきている｡ それは,他の

レーザー物質において根本的な制限となっている蛍光イオン間の相互緩和による蛍光の消失

(濃度消光 )が事実上なく,17oNd:YAGと比べて約30倍も高濃度にNdイオンを結晶中
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